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私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
申
し
述

べ
て
お
り
ま
す
、「
想
定
よ
り
急
速
に

進
む
人
口
減
少
」
は
地
域
活
力
の
低
下

や
経
済
活
動
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
集

落
に
お
け
る
支
え
合
い
機
能
の
低
下
の

要
因
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
問
題
を
考
え
た
と
き
に
自
然
増

減
と
社
会
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、
自
然

減
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
出
生
数
を
増

や
し
て
い
く
た
め
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
減
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
特
に

転
入
す
る
人
を
増
や
す
と
い
う
視
点

で
、
移
住
地
・
居
住
地
と
し
て
選
ば
れ

る
取
組
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

重
点
施
策 

➊

結
婚
お
よ
び
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進

と
移
住 

・
定
住
対
策
の
強
化

重
点
施
策 

➋

新
産
業 

・
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出

と
事
業
継
承
の
支
援

重
点
施
策 

➌

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
と
交
流
人
口
の

拡
大

重
点
施
策 

❹

会
津
田
島
駅
周
辺
お
よ
び
国
道
２
８
９
号

バ
イ
パ
ス
沿
線
施
設
と
の
連
携
に
よ
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化

重
点
施
策 

➎

地
域
振
興
作
物
の
推
進
と
森
林
資
源
の
活

用
に
よ
る
農
林
業
の
持
続
的
発
展

重
点
施
策 

❻

安
全・
安
心
で
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備

重
点
施
策 

❼

地
球
温
暖
化
対
策
と
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
の
推
進

重
点
施
策 

❽

公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
と
将

来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革

　
町
政
運
営
に

　
　
　
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
新
た
な
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
予
算
編
成
基
本
方
針
と
し
、
以
下
の

８
つ
の
項
目
を
重
点
施
策
に
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度

　
　
　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

め
に
は
、
仕
事
や
住
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
南
会
津
町
を
知
っ
て
も
ら

い
、移
住
希
望
者
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

関
係
人
口
と
し
て
つ
な
が
り
つ
つ
、
気

に
入
っ
て
も
ら
え
れ
ば
本
町
に
住
ん
で

も
ら
う
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
が
重
要
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
人
口
問

題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
町
長
と
し

て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
各
般
に
わ
た

り
発
揮
し
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
加
え
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、「
第
３
次
南

会
津
町
総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
た
町

の
将
来
像
「
自
然
と
人
が
笑
顔
を
育
む

ま
ち 

～
と
も
に
生
き
る 

み
ん
な
の
ふ

る
さ
と
～
」
の
実
現
に
向
け
て
前
進
す

る
た
め
に
は
、
常
に
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
町
民
と
行
政

が
協
力
し
一
体
と
な
っ
て
、
同
じ
未
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
を
持
っ
て
、

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
町
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
り
力
を
結
集
し
、

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
安
心
し

て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
の
実
現

に
向
け
て
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
総

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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目標の柱  1

豊かな自然ときれいな水
が育む元気に安心して
過ごせるまちづくり

　本町の豊かな自然を後世に
引き継ぐため、環境保全に取
り組むとともに、町民一人ひ
とりが健康で安全 ・安心に生
活することができる環境づく
りを目指します。

令和８年度主要施策の
概要について

　第３次南会津町総合振興計画
に掲げる５つの目標の柱に基づ
き、主要な施策の概要について
説明します。

５．子育て支援
　こども家庭センターを核とし
て、妊産婦から子育て世帯まで
幅広い相談にワンストップで対
応し、妊娠 ・出産から育児、子
育て等の不安解消や虐待リスク
の予防に努めながら、必要な
サービスを提供します。
　また、発達に特性を持った児
童・生徒の支援では、教育委員
会をはじめ、小中学校、保育施
設、療育施設等の関係機関と連
携を図りながら、子どもの成長
段階に合わせた適切な支援につ
なげます。
　さらに、子育て世代からの
ニーズが高い屋内遊び場の整備
については、公共施設の余剰ス
ペースを活用したイベント等の
実施により、遊びの機会を提供
します。

６．結婚支援
　婚活イベントを継続するほか、
独身男女の出会いを後押しする
ためアプリの利用料の一部を支
援します。
　また、婚姻届を提出した町民
に対し結婚祝い金を交付する新
婚生活エール事業を引き続き実
施します。

４．高齢者や障がい者の福祉
　高齢者や障がい者が抱える多
様な問題に対する相談機能を強
化するとともに、高齢者の孤立
や孤独を防ぐための高齢者見守
り支援事業をはじめとする見守
り機能の強化や、各種障がい福
祉サービスの充実などに努め、
誰もが安心して暮らせる共生社
会の実現を目指します。

１．環境保全と温暖化対策
　先人たちが残してくれた貴重
な自然環境を次世代に引き継い
でいくため、2050年までに二酸
化炭素排出量を実質ゼロにする

「ゼロカーボン社会」の実現に
向けて、町民、事業者、町が一
丸となって取り組んでいく「南
会津町ゼロカーボン宣言」を表
明します。
　これを踏まえ、生ごみ処理機
を無償貸与したごみ減量化の実
証事業を通じた効果検証に着手
するとともに、町内小中学校へ
シュレッダー機を設置し、紙ゴ
ミの再資源化を図りながら、ご
みの排出量と焼却量の削減に努
めます。

２．健康づくり
　町民の皆さまが健康に不安を
抱えることなく暮らし続けられ
るよう、各種予防接種にかかる
費用の助成や成人保健事業、歯
科保健事業、食育事業等を継続
して取り組みます。

３．医療の充実
　将来にわたって地域医療が維
持されるよう、医師や医療・介
護スタッフの確保について県や
関係機関へ引き続き要望すると
ともに、本町の地域医療体制の
あり方について、町内の医療機
関や関係機関と協議し、町民の
皆さまが安心して暮らしていけ
る地域医療体制の確保に取り組
みます。
　さらに、小中高生が医療や介
護関係の職業を将来の選択肢の
一つとして考えられるよう、職
業体験のイベントを実施するな
ど、医療や介護関係の職業を目
指す人材の育成に努めます。

　伊南診療所においては、オン
ライン診療の推進、デマンドタ
クシーのダイヤ見直し等、新た
な医療提供体制の整備に努めま
す。また、舘岩愛輝診療所及び
なかやクリニックにおいては、
設備の老朽化により今後診療が
困難になる可能性があることか
ら、設備の更新等を実施しなが
ら、地域医療の環境整備を図り
ます。
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１．農業の推進
　農業従事者の減少を見据え
た中で受け皿となる新規就農
者や多様な担い手の確保、さら
には農産物の付加価値向上を目
指す経営体の育成に引き続き取
り組みます。特に会津田島アス
パラについては、担い手の確保
が喫緊の課題となっていること
から、生産者及び県と連携し後
継者の確保と育成に取り組みま
す。加えて、南郷トマトについ
ては、南郷トマト生産組合や地
域住民、関係者によって制作し
た PR動画を令和８年度から配
信し、南郷トマト生産に関わる
魅力を広く周知するとともに、
新規就農者の確保に努めます。

　さらに、農家の経営所得の安
定に向け、規模拡大に伴う農業
機械導入や施設整備に係る支援
及び地域の特色をいかした重点
振興作物生産や新たな作物の導
入に対する支援などを継続し、
農業の持続的発展と農業所得の
向上を目指します。

２．鳥獣被害対策
　複合柵設置をはじめとした各
種被害対策支援を継続すること
に加え、クマによる被害防除を
目的として、機器等の整備と併
せて関係機関と合同の緊急銃猟
訓練を実施し町民生活の安全・
安心を守ります。

目標の柱  2

魅力を高め活力を生み出す
ヒト・モノ・カネの好循環化

　人口減少にある中で、本町
には若者が希望する就労の場
が少ないほか、商店街も店舗
が減少して活気が失われつつ
ある現状を打破するため、地
域特性をいかして農林業や商
工業の生産性を向上させ、町
内の経済が循環するまちづく
りを目指します。

４．商工業の振興
　物価高騰が長引く中、生産活
動を行い地域の雇用の受け皿と
なっている事業者に対し、より
生産性を上げ経営拡大を進める
ための支援を強化します。また、
新たに創業を目指す町民を支援
するほか、事業承継支援事業に
も積極的に取り組みます。

３．林業の振興
　豊富な森林資源をいかして町
内経済の好循環化に結びつける
とともに、森林の持つ多面的機
能を維持するため、森林環境譲
与税を活用し、植栽木の適正な
管理を行うための搬出間伐及び
皆伐地の再造林を支援し、持続
的な森林整備を進めます。また、
林業技術の研修やスマート林業
に向けた資格取得を支援し、次
世代を担う人材育成に努めます。

６．観光、地域間交流の推進
　ふくしまデスティネーション
キャンペーンと連携し、南会津
町が誇る星空や桜などの資源、
南郷刺し子などの文化を前面に
出した新しい観光事業を展開し
ます。また、会津田島祇園祭や
そば祭り、藍染体験などの人気
の高い観光コンテンツについて、
SNSを活用したプロモーション
活動を取り入れるほか、スマー
トフォンの位置情報を活用して
観光客の移動や周遊の状況を把
握し検証するなど、観光事業と
デジタル情報ネットワークを融
合した取組に力を注ぎます。

７．都市交流の推進
　友好都市である台東区やさい
たま市をはじめとする関係自治
体と、これまでのつながりをい
かし、観光振興に取り組みます。
また、本年は台東区との友好都
市提携40周年という節目の年で
あることから、さらに相互交流
が深まる事業を実施し、本町の
認知度向上を図るとともに、観
光誘客の促進につなげます。

８．町内観光施設の運営
　昨年６月に方針をまとめた町
内観光施設については、新たな
指定管理期間のスタートを契機
に来訪者に喜ばれ、安定した運
営ができる施設となるよう町と
しても支援を行います。特に町
内４スキー場については、官民
連携組織が中心となってスキー
場活性化に向けた取組が広がっ
ていることから、引き続き町も
一体となった取組を進めます。

５．新たな地域産業
　寒冷地テストフィールドを核
としたドローン産業の機運醸成
を図るとともに、ドローンを活
用した新たなサービスの展開に
向け、普及啓発活動と人材育成
事業に取り組みます。
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目標の柱  3

快適で充実した生活が送れ
る魅力ある生活基盤づくり

　災害への備えや除排雪への
対応、道路や上下水道、公共
交通などの社会・生活基盤を
適切に維持していくことにより、
町民生活の快適さの向上や、
安全・安心で持続可能なまち
づくりの実現を目指します。

５．地域公共交通
　自家用車を持たない高齢者な
どの交通弱者にとって、移動手
段として必要不可欠なものであ
ることから、引き続き地域住
民、交通事業者及び関係機関と
協議を重ねながら町民の皆さま
が利用しやすく、効果的かつ効
率的な公共交通網の形成に努め
ます。
　特に、運行経費が増加し利用
者が減少傾向にある南郷地域乗
合タクシーについては、４月１
日からデマンドタクシーへ再編
します。
　あわせて、高齢運転者による
痛ましい事故が全国で増加する
中で、交通事故の防止と公共交
通利用促進を図るため、運転免
許証の自主返納者に対する支援
とデマンドタクシー等の利用し
やすい公共交通の整備を継続し
ます。

１．道路及び橋梁の整備
　町道永田・中荒井線や町道後
原・丹藤線の改良工事、町道石
湯２号線石湯橋等の補修工事及
び町道高杖原線の舗装打替工事
など、町民生活に密接にかかわ
る生活道路の改築・修繕工事を
実施します。

　また、土地区画整理事業施
工区域での宅地造成工事等を
引き続き実施するほか、降雪
期における生活道路の機能を
確保するため、田島地域と舘
岩地域の老朽化した除雪ドー
ザを更新します。

　一方、会津縦貫南道路５工区、
「日光川治防災」が事業化され
ている栃木西部・会津南道路な
ど、本町を取り巻く幹線道路の
整備が着実に進んでいます。今
後も、県道黒磯田島線を含め幹
線道路の整備促進に向けた要望
活動を力強く継続します。

２．住宅確保要配慮者対策
　町営住宅松下団地の建て替え
事業、町営住宅会下団地の改修
事業の継続など、町民の生活基
盤の整備を計画的に進めます。

４．持続可能な上下水道事業
　南郷浄化センターと古町地区
農業集落排水処理施設の統廃合
に向けた管路埋設工事を実施す
るなど、処理機能の最適化・効
率化を進めます。
　なお、持続可能な上下水道事
業の実現に向け、水道料金・下
水道使用料の体系についても、
引き続き上下水道事業運営審議
会の中で検討を進めます。

３．水道水の安定供給
　田島第一地区と田島第二地区
の統廃合に向けた加圧ポンプ場
を整備するほか、維持管理に課
題を抱える東浄水場の改良設計
や上郷地区水道施設の再編に向
けた検討を進めます。また、継
続して漏水リスクの高い管路を
優先的に更新することで、水道
水の安定供給に努めます。

６．防災対策
　町民の安全・安心を確保する
ため、防災ハザードマップの更
新を行うほか、整備から17年が
経過した防災行政無線設備を順
次更新します。
　また、小型ポンプ付積載車１
台を更新し、火災発生時の体制
の充実を図ります。あわせて、
令和７年度から開始した消防
団員の準中型免許取得に対する
補助金の交付を継続するととも
に、消防団員活動服を更新する
など、消防団体制の維持・強化
に努めます。
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世代を超えて「南会津愛」を
育む“共育”のまちづくり

　地域の担い手の育成には郷
土愛を育む必要があると考え
ており、家庭や地域など町民
一人ひとりが郷土の歴史や文
化に触れ、交流を深めること
で、共に学び育ち合いながら
郷土の良さや暮らす喜びを知
ることができるまちづくりを
目指します。

１．学校教育の推進
　実用英語技能検定の合格に向
けて、目標を持って取り組んで
いる中学生が増加しているた
め、英語が話せる人材育成事業
を継続します。また、中学校部
活動の地域展開については、円
滑に進められるよう学校や保護
者、関係団体などの関係者によ
る協議会を設立し、スポーツな
ど将来にわたり継続して親しむ
ことができる機会を確保するた
め、課題の整理や具体的施策な
ど地域の実情に応じた環境づく
りや活動の基本的な方針の策定
に向けて検討を進めます。

２．郷土愛を醸成
　子どもたちの郷土愛を醸成す
るため、田島祇園祭屋台歌舞伎
ワークショップや藍の栽培など、
町内各小中学校において地域の
ヒト・モノ・コトに触れる体験学
習を引き続き実施します。

５．特別支援教育
　特別な教育的支援を必要とす
る児童生徒への対応として、引
き続き町内全ての小中学校に「特
別支援教育支援員」を配置し、
学級担任と連携して日常生活上
の介助や学習支援、安全を確保
するほか、学習障害の特性を持
つ児童が通常学級での授業で感
じる困難さを個別に改善し、主
体的に学校生活や社会生活を送
れるよう、新たに学習障害に特
化した通級指導教室を町独自に
立ち上げ、特別支援教育におけ
る教育ニーズに的確に応える指
導体制を構築します。

４．ＩＣＴ教育
　GIGAスクール構想が第２期
を迎え、タブレットの更なる有
効活用を図るため、生徒の思考
力や表現力を高めるための授業
支援ツールを試験的に導入し、
本格導入に向けて検討します。

３．学校給食費の支援
　物価高騰が続く中、子育て世
帯の経済的負担の軽減を図るた
め、国で進めている小学校給食
費の無償化に合わせて、中学校
も町独自で無償化することによ
り、子どもたちの健やかな成長
を支えます。

６．教育環境の整備
　小中学校の特別教室へのエア
コン設置を進めるため、実施設
計に着手します。加えて、学校
施設の照明器具のLED化を計画
的に進めながら、安心して学べ
る環境を確保します。
　さらに、舘岩地域の教育環境
を維持するため、舘岩小学校と
舘岩中学校の小中一貫校の設置
に係る実施設計に着手するとと
もに、教育課程編成などについ
て、教員や保護者と協議を継続
します。

８．地域文化の保存・伝承
　本町の代表的な伝統芸能であ
る田島祇園祭屋台歌舞伎や、伝
統技術である藍染技術の後継者
育成に取り組むなど、先人から
受け継がれてきたかけがえのな
い民俗芸能や伝統文化の保存伝
承に努めます。

　

７．世代間交流と生涯学習
　地域と連携した教育を推進す
る放課後子ども教室での体験活
動などを継続しながら、世代間
交流による郷土愛や自立心を育
むなど、地域を担う人材の育成
が、子育て支援や年齢、性別を
超えた"共育"に繋がるよう努め
ます。

　また、生涯学習の拠点施設で
ある御蔵入交流館の非常時の停
電対応などに備えるため、直流
電源設備の更新や照明器具の
LED化に向けた実施設計を行う
など、生涯を通して学び続ける
ことができる環境の整備に努め
ます。



　南会津町長　南会津町長

　 　 渡渡  部部  正正  義義
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　町は急激な人口減少、少子
高齢化や厳しい財政状況の中
にあり、社会情勢の目まぐる
しい変化に対応していくため
に、町民と行政が互いに協力
し、町民一人ひとりがまちづ
くりの主役として輝くことが
できる行政運営を目指します。
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誰もが主役で誰もがつなが
る未来を見据えた協働によ

るまちの運営

２．協働のまちづくり
　動く町長室などの広聴事業を
はじめ、さまざまな場面で幅広
い世代の町民の皆さまと対話す
る場を設けてきました。この取
組を継続し、町民の皆さまの声
に真摯に向き合い対話を進める
ことで、いただいた意見を町政
に反映するほか、地域の相互
扶助や自主的かつ主体的な活動
及び集落機能の維持強化が図れ
るよう継続して支援するととも
に、町と団体や団体間、さらに
は町民同士の協働の取組を推進
します。

４．行財政運営
　厳しさを増していく財政状況
や限られた人的資源の中で、さ
らなる住民との協働によるまち
づくりを実践するとともに、公
共サービスの効率化や役場組織
の再編を行い、地域に合った質
の高い公共サービスを提供しま
す。
　また、多くの町有施設を抱え
る本町にとっては、それらの維
持管理費が将来的な財政運営の
大きな負担になることが予想さ
れます。そのため、公共施設等
総合管理計画に付帯した個別施
設計画の見直しに着手し、令和
９年度以降の長期的なメンテナ
ンスサイクルの構築、トータル
コストの縮減と予算の平準化、
複合化及び民間活力による有効
活用、管理経費の削減など、公
共施設の維持管理・更新等の最
適化を図り、経常経費の削減と
投資的経費の財源確保に努めな
がら、将来を見据えた効果的・
効率的な行財政運営に一層尽力
します。

１．デジタル化の推進

　職員のデジタルに関する研修
などをとおして、デジタル技術
を活用した行政システムの導入
に関する検討を継続します。
 また、見やすさや利用しやす
さの面で課題となっている町
ホームページを改修し、住民
サービスの向上と地域活性化に
寄与するよう取り組みます。

むすびに

　
　冒頭申し上げましたように、
急速に進む人口減少問題に正面
から向き合い持続可能な町を築
いてまいります。
　そのために令和８年度も、町
民の皆さまの声に耳を傾け、対
話をとおしながら、町民と行政
が信頼で結ばれたまちづくりを
進めることが極めて重要である
と認識しております。より多く
の声を町政に反映させるととも
に、町民の皆さまと議会、行政
の信頼関係を構築しながら、安
全・安心のまちづくりと地域力
の向上に職員と一丸となって全
力を尽くして取り組んでまいり
ます。
　町民の皆さま及び議員各位に
おかれましては、引き続き町政
への一層のご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げまし
て、私の所信とさせていただき
ます。

３．関係人口や定住促進
　町外在住の方が将来的に二地
域居住や移住がしやすいよう、
空き家バンク制度や住宅取得支
援に関する事業及び子育て支援
に関する事業などを一元化した
情報提供や相談体制の充実に努
めるとともに、関係機関等と連
携しながら関係人口の創出・拡
大のための仕組みを構築するな
ど、移住・定住促進の事業に継
続して取り組みます。

町政施政方針
　詳細はコチラ▶
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　令和８年度一般会計
　　　　　歳入予算内訳

令和８年度

歳入
135億

6,400万円

■ 令和８年度会計別当初予算額一覧
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 前年度比

一 般 会 計 135億6,400万円 132億3,000万円 ３億3,400万円 2.5％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億3,700万円 15億2,900万円 8,000万円 0.5％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ３億460万円 ２億6,900万円 3,560万円 13.2％

介 護 保 険 特 別 会 計 23億6,600万円 22億5,800万円 １億800万円 4.8％

水 道 事 業 会 計 ９億883万８千円 ９億5,273万９千円 ▲4,390万１千円 ▲4.6％

下 水 道 事 業 会 計 ７億7,553万１千円 ８億7,274万２千円 ▲9,721万１千円 ▲11.1％

合　計 194億5,596万９千円 191億1,148万１千円 ３億4,448万８千円 1.8％

自主財源
（22.4%）

依存財源
（77.6%）

繰越金
３億円（2.2%）

繰入金
８億2,766万４千円

                （6.1%）

諸収入
１億1,693万円

（0.9%）

　　その他 自主財源
（1.6%）

　　　・分担金及び負担金
2,408万９千円

　　　・使用料及び手数料
6,933万４千円

　　　・財産収入
4,482万３千円

　　　・寄付金
8,013万４千円

地方交付税
67億840万円（49.5%）

町債
12億6,600万円

（9.3%）

国庫支出金
10億4,105万５千円
　　　　　（7.7%）

その他 依存財源（5.5%）
　・地方消費税交付金　４億2,700万円
　・地方譲与税　　２億3,667万６千円
　・その他の交付金　　8,929万４千円 町税

15億7,669万４千円（11.6%）県支出金
７億5,590万７千円

（5.6%） 南
会
津
町

南
会
津
町

　
　

当
初

　
　

当
初
予
算
概
要

予
算
概
要

　

3
月
12
日
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算

が
令
和
８
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
方
針
と
し
た
当
初
予
算
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　【問合せ】
　  総務課  財政係  電話  0241-62-6100
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　令和８年度一般会計
　　歳出目的別予算内訳

歳出
135億

6,400万円

■ 性質別歳出内訳
性質区分 当初予算額 構成比

人 件 費 23億8,895万１千円 17.6％
物 件 費 19億2,420万１千円 14.3％
維 持 補 修 費 ９億2,879万７千円 6.8％
扶 助 費 ９億9,775万５千円 7.4％
補 助 費 等 29億7,541万８千円 21.9％
内  

訳
一 部 事 務 組 合 13億9,618万９千円 （10.3％）
そ の 他 15億7,922万９千円 （11.6％）

普 通 建 設 事 業 費 16億6,475万７千円 12.3％

内  

訳

補 助 事 業 費 ６億5,988万９千円 （4.9％）
単 独 事 業 費 ９億4,518万８千円 （7.0％）
県 営 事 業 負 担 金 等 5,968万円 （0.4％）

災 害 復 旧 事 業 費 1,931万９千円 0.1％
公 債 費 17億8,403万６千円 13.2％
積 立 金 ２億94万１千円 1.5％
貸 付 金 2,000万円 0.1％
繰 出 金 ６億1,696万４千円 4.5％
予 備 費 4,286万１千円 0.3％

合　計 135億6,400万円 100.0％

令和８年度南会津町
一般会計当初予算

主要事業ピックアップ

■ 総務費
  ・高付加価値ＮＦＴ販売事業

1,900万円
  ・南会津高校を核とした地域人材育
　 成事業

1,775万９千円
  ・町ホームページ改修事業

396万円
  ・地域乗合タクシー運行事業

5,446万１千円
■ 民生費
  ・放課後児童対策事業

7,769万３千円
  ・保育所入所応援助成金事業

1,097万６千円
■ 衛生費
  ・予防接種事業

6,993万７千円
  ・ごみ減量・資源化事業

530万１千円
■ 農林水産業費
  ・森林環境交付金事業（基本枠）

794万７千円
  ・鳥獣被害対策事業

3,324万５千円
■ 商工費
  ・乾杯セットで回遊促進事業

467万５千円
  ・事業承継支援事業

240万円
  ・観光客動向調査事業

533万５千円
■ 土木費
  ・除雪機械整備事業

8,487万６千円
  ・道路メンテナンス事業

２億7,400万円
■ 消防費
  ・防災行政無線設備更新事業

１億6,400万円
■ 教育費
  ・小中学校空調設備設置事業

2,356万４千円
  ・御蔵入交流館設備改修事業

2,613万円
  ・学校給食支援事業

4,915万８千円

議会費・労働費など
１億5,390万６千円（1.1%）

総務費
19億4,129万９千円

（14.3%）

民生費
26億7,701万６千円

（19.7%）

衛生費
12億3,070万円

（9.1%）

農林水産業費
７億7,298万５千円（5.7%）

商工費
６億3,450万５千円（4.7%）

土木費
20億5,849万７千円
　　　　  （15.2%）

消防費
８億5,740万６千円

（6.3%）

教育費
14億5,365万円

 （10.7%）

公債費
17億8,403万６千円

（13.2%）
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 ■ 舘岩総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長     
   　　阿久津勝英

星　　一伸
星　　弘樹

総　務　係 星　　弘樹 兼   阿久津夏孝 78-3320
住　民　係 大山　幸祐 　   近藤　　厚　　阿久津　望 78-3345

   振興課長
   　　菊地　孝幸 阿久津政臣

企画観光係 阿久津政臣 兼   内山　佐和　　橋本　　翼　　星　　大地 新 78-3330
農林建設係 菊地　孝幸 兼   馬場　隆一　　赤松　了太　　大竹　翔真 78-3340

 ■ 伊南総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長兼
   伊南保健センター
   すこやか所長
   　　星　　克之

ー

総　務　係 菊地　正彦 　   赤塚　健弥 再 76-7711

住　民　係 大山　里美 　
  菅家　康夫　　星　佳奈子　　土橋　一馬 兼
  楠　　真衣　　芳賀美咲加　　齋藤　浩子 兼

76-7712

   振興課長
   　　須江　健太 河原田庄佐

企画観光係 須江　健太 兼   菅家　裕貴　　高倉　駿平　　 76-7715
農林建設係 河原田庄佐 兼   平野　貴司　　平野　宗則　　馬場　　誠 再 76-7716

   教育委員会分室長
   　　小勝　秀勝 大塚　敏浩

学校教育係 小勝　秀勝 兼   梅宮　朋伯　　室井　辰也 再 76-7718　馬場　富美 (南会津中)

生涯学習係 大塚　敏浩 兼   阿久津　流 76-7719

 ■ 南郷総合支所
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   支所長兼町民課長
   　　平野　芳和 ー

総　務　係 目黒　　拓 　   渡部　洋三 再 72-2111
住　民　係 河原田千恵 　   星　加奈子　　梁取　　倭　　齋藤　由美 再 72-2224

   振興課長
   　　大桃　　悟 平野　知則

企画観光係 平野　知則 兼   星　　美沙　　八木沢誠二 再 72-2900
農林建設係 平野　哲也 　   近藤　功一　　馬場　芳男　　皆川　忠昭 72-2113

 ■ 博物館・保育所・幼稚園
所属長 主幹・補佐 係　名 係長・主任 係員・保育士・調理員 電　話

   奥会津博物館長
   　　橘　　一明 ー 事　業　係 渡邊　貴恵 　   渡部　陣一 66-3077

   田部原保育所長　
   　　目黒　智夫 ー ー 馬場　牧子 　

  芳賀　香織　　佐藤　若奈　　渡部優希子
  玉川　佳子　　向後　純子　　児山加世子
  荒井智恵美

62-3996

   伊南保育所長兼
   南郷保育所長
   　　馬場　和伸

ー
伊南保育所 大竹　順子 　   大山　勝利　　星　　美穂 76-2034

南郷保育所 坂田　美和 　   渡邉真由美　　馬場　千晴　　大山　香理
  酒井　浩行 再 73-2900

   舘岩幼稚園長
　 ( 舘岩小学校長 )

ー ー 平野　理砂 　   星　　美香 78-3430

 ■ 退職　　　　　　　　　　　　　　　　    （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

総合政策課 総合政策課長 星　　良栄
教育委員会分室 分室長 山内　秀剛

学校教育課 課長補佐兼学校係長 林　　明宏
住民生活課 主任主査兼戸籍住民係長 栗橋　三枝

住民生活課 主任主査兼
消費生活安全担当係長 大竹　正一

伊南総合支所 主任主査兼住民係長 星　美穂子
環境水道課 事業係長 荒井　大樹
総合政策課 主査 星　　拓哉
住民生活課 主査 加藤　勝裕
伊南保育所 保育技査 五十嵐千賀
健康福祉課 主事 渡部　悠大
環境水道課 主事 廣野亜香音

農林課 主事 遠藤　智之
学校教育課 主事 星　　佳明

 ■ 派遣
派遣先 氏　名

　福島県東京事務所 星　　博文
　南会津地方広域市町村圏組合 長沼　正憲
　福島イノベーション・コースト構想推進機構 五十嵐太介

 ■ 再任用終了　　　　　　　　 　　　　　  （３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名

伊南総合支所 財産管理専門員 小山　美香

 ■ 派遣期間満了による退職　　　　　　　　（３月31日付け）
所　属 役　職 氏　名
農林課 副主査 牧島　京右

※ 兼＝兼務　　併＝併任　　再＝再任用　　新＝新規採用
　 太ゴシック＝異動職員
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令和８年度　南会津町職員配置表
町　長 渡部　正義 副町長 二瓶　勝俊 教育長 川島　敬章

 ■ 町役場本庁舎
所属長 主幹・補佐 係　名 係　長 係　員 電　話

   総務課長
   　　遠藤　知樹 長谷川祐樹

総　務　係 長谷川祐樹 兼   塩生　和也　　榊原　貴彦　　阿久津夏菜
  原田　みさ　　向後　隼平

62-6100財　政　係 楠　　祐馬 　   渡邉　哲大　　馬場　貴大
管　財　係 佐藤　弘和 　   藤沢　一彰　　星　　弥生

   総合政策課長
   　　佐藤　隆士 相原　寛之

企画政策係 渡部　絵美 　   大山　直人　　阿久津恋斗　　
62-6210地域振興係 相原　寛之 兼   長沼　有紀　　赤羽　　希　　土屋　もも 新

広報情報係 藤澤奈々恵 　   大橋　真人　　渡部　　健　　五十嵐和樹
   会計管理者兼参事兼
　会計室長
   　　月田　　啓

ー 会　計　係 星　　　光 　   星　　郁乃　　簗川　月雫 新 62-6150

   税務課長
   　　渡部さつき 小椋　恵司 

固定資産税係 芳賀　隆徳 　   湯田　紳介 再　大山　秀智 新  
62-6110町　税　係 羽染さおり 　   君島　卓馬　　星　　文乃　

収　税　係 小椋　恵司 兼   渡部　浩一　　渡部　裕佳 新

   住民生活課長
   　　廣野友一郎 中島　　良

戸籍住民係 渡部　　茜 　   猪股　雅勝　　白岩　里彩 新
62-6120国保年金係 室井　成美 　   渡部　秀介　　渡部　真央　　弓田　綾乃

消防交通係 塩生　光章 　   馬場　英樹　　猪股　一友

   健康福祉課長兼
   保健センター所長
   　　大竹　政範

近藤　美和

五十嵐正喜

社会福祉係 五十嵐正喜 兼   五十嵐加奈子　星　　明子

62-6170障がい福祉係 舟木　　健 　   児山　初音

子育て支援係 酒井　来武 　   橘　　千絵　　佐藤　　円　　渡部　聖子
  酒井　裕基　　生出　優香　　星　　佳代 新

介護保険係 佐藤　亜衣 　   五十嵐日向子　星　　　希　　木村真理子 再 62-5050

健康増進係 近藤　美和 兼   寺岡美紀子　　土橋　一馬　　齋藤　浩子 新
  松田　　歩 新 62-6180

   環境水道課長
   　　星　　徹也 湯田　高史

経　営　係 津吹　雅之 　   佐藤　夏美
62-6140環境衛生係 湯田　高史 兼   室井　秀太　　樋口かんな

事　業　係 児山　裕巨 　   野中　昭一　　大竹　喜成　　杉本　浩夢 新
　   上下水道お客様センター 62-5055

   商工観光課長
   　　湯田　賢史 舟木　浩隆

商工振興係 舟木　浩隆 兼   星　　優南　　小山内陸人 
62-6200雇用促進係 山内　大和 　   ー

観光交流係 樋口　和夫 　   齋藤　大也　　渡部　龍人　　湯田　一葉

   農林課長
   　　橘　　　昭 丸山　英司

農　政　係 渡部　高志 　   梅宮　　爽　　馬場　博崇　　猪股　千裕 新

62-6220
農林土木係 星　　太樹 　   平野健太郎　　馬場　太陽 新
国土調査係 藤澤　昇太 　   鈴木　孝紀 新

林　政　係 丸山　英司 兼   酒井　　響　　渡部　　顕　　金井日南太
  赤松みずき 新

   農業委員会事務局長
   　　星　　貴夫 星　　　彰 農地管理振興係 星　　　彰 兼   ー 62-6320

   建設課長
   　　室井　利和 星　　宏明

管　理　係 星　　貴晴 　   山越　貴幸　　目黒　真悠　　江黒　佳嗣 新

62-6230
土　木　係 室井　隆宏 　   渡部　一基　　川井　　匠　　星　　元輝
都市計画係 室井庄一郎 　   馬場　侑大
建築営繕係 白川　秀一 　   長谷川春奈　　大橋慎次郎 

   議会事務局長
   　　渡辺　健二 室井　夏雄 議　事　係 湯田　浩史 　   ー 62-6310

   学校教育課長
   　　鈴木　秀和

湯田　達也
（ 県教育委員会 ）

星　　千恵

教育総務係 星　　千恵 兼
  吉井　美佳 (南会津地方広域市町村圏組合)

  児山　夏美　　五十嵐颯也
62-6300　堀　　貴代 (田島小)　　星　千代江 (田島中)

学校支援係 塩生　敬洋 　   星　　綾子 新

   生涯学習課長兼
   文化ホール館長兼
   中央公民館長兼
   図書館長
   　　齋藤　　成
                  （御蔵入交流館）

渡部　和臣

生涯学習係 馬場　信行 　   長沼　芳人　　仲川　結登 62-5511
芸術文化係 渡部　健一 　   渡部　美江 

62-6311文　化　財　係 渡部　和臣 兼   星　良太郎
重伝建地区担当 阿久津政臣 併   星　　大地 併

ー 図書館事業係 渡部　竹美 　   星　良太郎 兼   長沼　芳人 兼  渡部　美江 兼
  仲川　結登 兼 62-5522
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３
月
21
日
、
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー

ル
で
、
南
会
津
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
国
会
議
員
や
友
好
都
市
で

あ
る
台
東
区
の
服
部
征ゆ

く
お夫

区
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
や
一
般
の
参
加
者
な

ど
約
４
０
０
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大

な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
式
前
に
は
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
や
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
い
た
だ
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
記
念

メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
町
観
光
応
援
隊
を
務
め
る
「
會
津

田
島
太
鼓
保
存
会
」
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
力
強
さ
と
繊
細
さ

を
兼
ね
備
え
た
華
や
か
な
演
奏
が
式
典
の

幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
記
念
式
典
で
は
、
渡
部
町
長

よ
り
「
こ
の
先
の
10
年
、
20
年
に
向
け
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
誇
り
を
も
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

を
実
感
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と

祝祝
南
会
津
町

　

合
併
2020
周
年
周
年
記
念
式
典

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
歳
か
ら
29
歳
の
方
を
対
象
と

し
た
「
お
お
む
ね
二
十
歳
の
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
有
賀
麻ま

い衣
さ
ん
が
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
部
の
記
念
講
演
で
は
、
南
郷
地
域

出
身
で
20
歳
の
酒
井
陽ひ

な
た詩

さ
ん
（
お
茶
の

水
女
子
大
学
在
学
）
を
講
師
に
招
き
、「
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
か
ら
考
え
る
地
方
女
性

の
リ
ア
ル
と
未
来
」
と
題
し
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
と
同
じ
く
20
歳
を
迎
え
る
若
者
の
視

点
か
ら
、
若
者
に
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
4
部
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
町
民
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
南

会
津
町
合
併
20
周
年
特
設
合
唱
団
」
に
よ

る
「
第
九
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
素
晴
ら

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
包
ま
れ
、
式
典
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
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➊ 會津田島太鼓保存会によるオープニングセレモニー
➋ 式辞を述べる渡部町長
❸ 「おおむね二十歳のフォトコンテスト」受賞者代表あいさつをする有賀さん
❹ 講演を行う酒井さん
❺ 南会津町合併20周年特設合唱団による合唱

　南会津町合併20周年記念事業として実施した「おおむね二十歳のフォトコンテスト」では、
町の誕生と同じ20歳前後の若者を対象に作品を募集し、全16作品の応募がありました。
　その中から、グランプリ・準グランプリに輝いた作品をご紹介します。
　作品は、御蔵入交流館に展示されていますので、ぜひ足をお運びください。

おおむね二十歳のフォトコンテスト
グランプリ・準グランプリ作品グランプリ・準グランプリ作品をご紹介

グランプリ　有賀麻
ま い

衣さん
撮影場所 「田島地域（高野）」

準グランプリ　竹内歩
あ ゆ む

陸さん
撮影場所 「田部原踏切」

準グランプリ　星　紀
き さ と

怜さん
撮影場所 「南郷地域（鴇巣）」

❶

➎

➌

❹

➋

テーマテーマ
　「私の好きな南会津町」
　「私の好きな南会津町」
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令和７年度

南会津町教育委員会表彰式
　町教育委員会では、各分野において文化の向上及び教育の振興発展に貢献し、その功績が顕著である方々を表
彰しています。２月28日、令和７年度南会津町教育委員会表彰式を御蔵入交流館で開催しました。
　※当該表彰は、１月末までに内申のあった個人または団体が対象です。(学年や年齢は、令和７年度現在)

　【問合せ】　学校教育課  学校係　電話  0241-62-6300

【
功
労
表
彰
（
２
名
）】

▼
阿
久
津
雅ま

さ
は
る春

　
（
荒
海
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
監
督
）

▼
猪
股　
史し

ろ
う郎

　
（
田
島
宝
生
会
指
導
者
）

【
功
績
表
彰
（
３
名
）】

▼
芳
賀　
美み

き紀

　
（
南
会
津
町
立
舘
岩
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

▼
星　
　
祐ゆ

う
じ治

　
（
南
会
津
町
立
舘
岩
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

▼
佐
藤　
進し

ん
や也

　
（
南
会
津
町
立
桧
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

【
奨
励
賞
（
45
名
・
１
団
体
）】

第
78
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
弓

道
競
技
男
子
団
体
／
優
勝

▼
相
原　
颯は

や
と人

（
会
津
学
鳳
高
２
年
）

第
71
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
剣

道
競
技
女
子
団
体
／
優
勝

▼
羽
染　
茉ま

や弥
（
白
河
高
３
年
）

第
13
回
東
北
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
個
人
形
小
学
５
年
男
子
／
第
２
位

▼
室
井　
慶け

い
じ嗣

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
38
回
東
北
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大

会
男
子
個
人
組
手
76
㎏
級
／
優
勝

▼
横
山　
翔し

ょ
う
た太

（
瑞
空
塾
田
島
）

第
10
回
東
北
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
空

手
道
選
手
権
大
会
男
子
個
人
形
３
部
／

第
２
位

▼
湯
田　
浩こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
瑞
空
塾
田
島
）

第
65
回
全
日
本
実
業
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
／
優
勝

▼
佐
藤　
ら
ん

　
（VO

N
D

S

市
原 Em

erald G
reen

）

第
20
回
東
北
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
抜
大
会
／
準
優
勝

▼
湯
田　
紗さ

や也
（
花
巻
東
高
１
年
）

第
５
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
抜
大

会
奥
羽
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
／
準
優
勝

▼
星　
流り

く

と
空
斗
（
仙
台
大
学
）

２
０
２
５
年
度
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権

大
会
兼
天
皇
杯
・
皇
后
杯
２
０
２
６
年
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
栃
木
県
予
選

会
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
優
勝

▼
岩
月　
健け

ん
ご悟

（
作
新
学
院
２
年
）

令
和
７
年
度
全
国
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
女
子
個
人
53
㎏
級
／
第
３
位

▼
湯
田　
　
鈴り

ん（
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
２
年
）

２
０
２
５
年
Ｕ
17
ア
ジ
ア
選
手
権
Ｕ
17

女
子
個
人
46
㎏
級
／
第
３
位

▼
阿
久
津
こ
は
る（
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
２
年
）

集合写真は、（有）ヤマト商会さんからご提供いただきました。
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２
０
２
５
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
Ｕ
17
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
48
㎏
級
／
第
３
位

▼
山
内　
悠ゆ

う
せ
い晟（

ふ
た
ば
未
来
学
園
中
３
年
）

第
41
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

幼
年
の
部
年
長
21
㎏
級
／
優
勝

▼
田
母
神
ほ
た
る
（
暁
の
星
幼
稚
園
）

小
学
1
・
2
年
生
の
部
24
㎏
級
／
第
３
位

▼
田
母
神
温あ

み心
（
田
島
第
二
小
２
年
）

第
78
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
ス
キ
ー
競
技

男
子
大
回
転
中
学
２
年
／
優
勝

▼
星　
　
　
嵐あ

ら
し（

だ
い
く
ら
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
）

女
子
大
回
転
小
学
６
年
／
優
勝

▼
湯
田　
陽ひ

な
の希（

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

男
子
大
回
転
小
学
６
年
／
優
勝

▼
大
竹　
涼り

ょ
う
じ士（

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

男
子
大
回
転
小
学
５
年
／
優
勝

▼
室
井　
瑛え

い
し志（

台
鞍
Ｈ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
レ
ー
シ
ン
グ
）

第
71
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
男
子
大
回
転
・
回
転
／
優
勝

▼
湯
田　
健け

ん
し
ん心

（
若
松
商
業
高
２
年
）

第
78
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
キ
ー

競
技
成
年
男
子
Ｂ
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
／
優
勝

▼
馬
場　
亮り

ょ
う
た太

第
68
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会

男
子
回
転
／
優
勝

▼
湯
田　
天た

か
み
ち道

（
田
島
中
３
年
）

男
子
５
㎞
フ
リ
ー
／
優
勝

▼
酒
井　
　
仁じ

ん
（
南
会
津
中
３
年
）

女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
／
優
勝

▼
星　
さ
く
ら
（
南
会
津
中
２
年
）

第
71
回
青
少
年
読
書
感
想
文
福
島
県
コ

ン
ク
ー
ル
／
特
選

▼
土
屋　
夏か

の乃
（
荒
海
小
５
年
）

第
79
回
福
島
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
高
等

学
校
部
門
／
金
賞

▼
丸
山　
敏と

し
き毅

（
会
津
高
２
年
）

▼
塩
生　
真ま

い依
（
会
津
高
２
年
）

第
22
回
ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
／
最
優
秀
賞

▼
廣
野　
資し

ろ
う郎

（
田
島
写
真
ク
ラ
ブ
）

第
14
回
尾
瀬
書
展
／
尾
瀬
大
賞

▼
星　
　
紀き

さ
と怜

（
南
会
津
中
３
年
）

第
34
回
福
島
県
シ
ル
バ
ー
美
術
展
／ 

福
島
県
知
事
賞

▼
黒
澤　
富と

み
お夫

第
70
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
／ 

た
な
ば
た
大
賞

▼
星　
　
姫ひ

な奈
（
田
島
中
１
年
）

第
70
回
記
念
福
島
県
書
き
ぞ
め
展
毛
筆

の
部
／
七
十
回
記
念
大
賞

▼
近
藤　
愛あ

ん
じ
ゅ珠

（
南
郷
小
２
年
）

▼
星　
　
咲さ

き希
（
舘
岩
小
３
年
）

第
48
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島

支
社
コ
ン
ク
ー
ル
幼
児
5
・
6
歳
部
門

／
最
優
秀
賞

▼
苅
込　
瑠る

こ己
（
田
島
保
育
園
）

第
48
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
幼
児
０
～
４
歳
部
門
／
秀
作
賞

▼
寺
村　
明あ

れ
ん蓮

（
田
島
保
育
園
）

第
78
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣

道
競
技
団
体
戦
／
優
勝

▼
伊
南
武
道
館　

　
・
鈴
木　
湧ゆ

う
じ士　

・
羽
染　
璃り

こ子

　
・
菊
地　
瑠る

あ杏　
・
大
竹　
璃り

こ子

第
14
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

／
第
３
位

▼
會
津
田
島
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア

　
・
橋
本　
瑞み

ず
た
ま玲　

・
弓
田　
優ゆ

ら来

　
・
小
椋　
遥は

る
と翔　

・
大
竹　
　
円ま

ど
か　

　
・
弓
田　
媛ひ

ま
り葵　

・
湯
田　
華は

な凪

　
・
小
椋　
結ゆ

い
と翔

第
70
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
／ 

最
高
学
校
賞

▼
田
島
中
学
校
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火
入
れ

火
入
れ｣｢｣｢

森
林
の
伐
採

森
林
の
伐
採｣｣

を
行
う
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

を
行
う
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

01
  informationinformation

　

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
農
林
業
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
害
虫
駆
除
に
有
効
な
「
火
入

れ
」
や
、
山
の
手
入
れ
の
た
め
に
木
々

を
「
伐
採
」
す
る
際
に
は
、
森
林
法
に

基
づ
き
、
事
前
に
届
出
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

内
容
や
規
模
に
応
じ
て
、
以
下
の
と

お
り
町
と
県
で
手
続
き
が
分
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
こ
れ
ら
の
行
為

を
行
う
と
、
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
大
切
な
森
林
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
】

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く

吹
く
日
が
多
く
な
る
た
め
、
林
野
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
林
野
火

災
注
意
報
、
林
野
火
災
警
報
の
発
令
時

な
ど
、
乾
燥
・
強
風
時
に
は
屋
外
で
の

火
の
使
用
を
し
な
い
よ
う
、
火
の
取
り

扱
い
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　【町問合せ】　農林課  林政係                                電話  0241-62-6220
　　　　　　　舘岩総合支所  振興課  農林建設係  電話  0241-78-3340
　　　　　　　伊南総合支所  振興課  農林建設係  電話  0241-76-7716
　　　　　　　南郷総合支所  振興課  農林建設係  電話  0241-72-2113
　【県問合せ】　南会津農林事務所  森林林業部        電話  0241-62-5373

区　分 内　容 申請・届出日 添付書類

火入れ
開墾準備、地ごしらえ、害虫
駆除、焼畑、採草地の改良を
目的としたもの

５日前まで

・位置図
※該当する場合
　・土地所有者の承諾書
　・請負（委託）契約書

森林伐採
（間伐を含む）

山林の木を伐採
（保安林を除く）

90日～
30日前まで

・森林の位置図・区域図
・届出者の確認書類
・土地の登記事項証明書等
※該当する場合
　・他法令の許認可関係書類
　・伐採の権原関係書類
　・隣接森林との境界関係書類

保安林の伐採 南会津農林事務所にお問い合わせください。

林地開発

１㌶以下の林地開発
土砂の採掘や林地以外への転
用造成などを目的としたもの
※伐採を伴う場合は届出も必要

90日～
30日前まで

・位置図
・開発区域図
・面積の算出基礎となる図面
※該当する場合
　・現況写真
　・土地所有者の同意書

0.5㌶を超える林地開発
※太陽光発電設備を設置する
ことを目的としたもの

南会津農林事務所にお問い合わせください。１㌶を超える林地開発
土砂の採掘や林地以外への転
用造成などを目的としたもの
※伐採を伴う場合は届出も必要

※各種申請書・届出書は、問合せ先に備えてあります。

林地開発
について

火入れ
について

森林伐採
について

詳細はコチラ（町ホームページ）
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役場からのお知らせ

  

町
産
材
利
用
住
宅
促
進
事
業

町
産
材
利
用
住
宅
促
進
事
業

  

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

03
  informationinformation

　

町
で
は
、
町
産
材
の
地
産
地
消
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
町

産
材
を
使
用
し
て
住
宅
を
建
築（
新
築
・

増
築
・
改
築
）
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

➊
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
の
工
事
に

　

係
る
契
約
を
申
請
日
前
ま
で
に
締
結

　

し
、
今
年
度
内
に
住
宅
の
引
受
が
で

　

き
る
こ
と

➋
町
内
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た
は
竣
工

　

後
の
住
所
登
録
が
確
約
で
き
る
方

❸
住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
、
か
つ
竣
工

　

か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と

❹
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
あ
る

　

こ
と

※
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分

　

の
１
以
上
が
専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

❺
新
築
は
５
㎥
以
上
、
増
築
及
び
改
築

　

は
２
㎥
以
上
の
町
産
材
を
使
用
す
る

　

こ
と

【
補
助
金
額
】

　
使
用
す
る
町
産
材
１
㎥
あ
た
り
5
万

円
を
補
助
し
ま
す
。

　【申込み・問合せ】
　  農林課  林政係
　　  電話  0241-62-6220

【
補
助
限
度
額
】

　

１
戸
あ
た
り
１
０
０
万
円

※
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
と
併
せ
て

　

薪
ス
ト
ー
ブ
を
１
台
以
上
設
置
す
る

　

場
合
は
、20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

➊
住
民
票
（
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内

　

の
も
の
）

➋
契
約
書
の
写
し

➌
位
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図
、
使
用
す

　
る
木
材
の
全
体
の
数
量
及
び
町
産
材
の

　
数
量
が
分
か
る
木
割
表
、
併
用
住
宅
は

　
延
床
面
積
の
内
訳
が
分
か
る
資
料

➍
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
場
合
は
カ

　

タ
ロ
グ
の
写
し
等

➎
納
税
証
明
書

申請受付期間
４月15日（水）～４月28日（火）
５月11日（月）～５月22日（金）
７月６日（月）～７月 17 日（金）
10 月５日（月）～ 10 月 16 日（金）

  

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を

  　
　
　
　
　

貸
し
出
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　

貸
し
出
し
て
い
ま
す

02
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町
で
は
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
年
齢

に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

町
に
居
住
し
、
０
歳
～
11
歳
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
方

【
貸
与
期
間
】

❶
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

　

最
大
1
年
間

　
（
0
歳
～
1
歳
ま
で
が
対
象
）

❷
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

最
大
2
年
間

　
（
1
歳
～
4
歳
ま
で
が
対
象
）

❸
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

　

最
大
3
年
間

　
（
4
歳
～
11
歳
ま
で
が
対
象
）

【
注
意
事
項
】

　

使
用
後
は
、
シ
ー
ト
カ
バ
ー
な
ど
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
か
ら
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　【問合せ】
　  住民生活課  　消防交通係　　  電話  0241-62-6120
　  舘岩総合支所  町民課  総務係　電話  0241-78-3320
　  伊南総合支所  町民課  総務係　電話  0241-76-7711
　  南郷総合支所  町民課  総務係　電話  0241-72-2111

その他

　　各シートには限りがあり、ご希望に添えない場合
　もあります。あらかじめご了承ください。
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役場からのお知らせ

  

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

  　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
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狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
合
接
種
が
始

ま
り
ま
す
。
犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方

に
は
、
日
程
表
と
問
診
票
を
個
別
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
射
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

❶
犬
が
妊
娠
・
病
気
等
の
場
合
は
、
必

　

ず
注
射
前
に
申
し
出
て
、
獣
医
師
の

　

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の

　

注
射
は
健
康
な
犬
に
限
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

❷
犬
の
体
は
清
潔
に
し
、
安
静
状
態
で

　

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必

　
ず
犬
を
抑
え
ら
れ
る
方
が
連
れ
て
き

　
て
く
だ
さ
い
。（
抑
え
ら
れ
な
い
場

　
合
は
、
注
射
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
）

❸
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
会
場
に
つ

　

い
て
は
、徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❹
引
綱
（
リ
ー
ド
）
は
、
丈
夫
な
鎖
等

　

を
使
用
し
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う

　

点
検
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

❺
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
、
ビ
ニ

　

ー
ル
袋
・
シ
ャ
ベ
ル
等
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

❶
注
射
会
場
で
も
犬
の
新
規
登
録
が
で

　

き
ま
す
が
、
混
雑
に
よ
り
登
録
に
時

　

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の 

　

で
、
事
前
の
登
録
に
ご
協
力
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

❷
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

受
け
た
場
合
は
、
注
射
済
証
明
書
を

　

町
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　【問合せ】
　  環境水道課  環境衛生係　　　　  　電話  0241-62-6140
　  舘岩総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-78-3335
　  伊南総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-76-7717
　  南郷総合支所  振興課  農林建設係　電話  0241-72-2114

注射料金・新規登録料金

　　注射料金（１頭）　　3,250 円
　　新規登録料（１頭）　3,000 円
　※お釣りのないようお願いします。

注射日程は
コチラ

申込みは
コチラ

  

町
民
手
づ
く
り
舞
台
公
演

町
民
手
づ
く
り
舞
台
公
演

オ
ペ
レ
ッ
タ「
こ
う
も
り
」
参
加
者
募
集

オ
ペ
レ
ッ
タ「
こ
う
も
り
」
参
加
者
募
集

05
  informationinformation

　

御
蔵
入
交
流
館
南
会
津
町
文
化
ホ
ー

ル
の
魅
力
と
音
楽
の
楽
し
さ
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
町
民
参
加
型
の
喜

歌
劇
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

　

南
会
津
町
出
身
の
プ
ロ
歌
手
を
中
心

と
し
た
出
演
者
と
共
演
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
出
演
者
及
び
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
募
集
内
容
を
確
認

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

　

11
月
15
日
（
日
）

【
開
催
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

【
出　
演
】

　

指
揮
：
高
橋
裕
之

　

演
出
：
飯
塚
励
生

　

合
唱
指
導
：
原
千
津
子

　

公
演
監
督
：
阿
部
祥
子

【
募
集
内
容
】

➊
合
唱
団
（
中
学
生
～
大
人
）

➋
児
童
合
唱
団
（
小
学
１
～
６
年
生
）

➌
ス
タ
ッ
フ
（
衣
裳
、
大
道
具
、
小
道

　

具
の
作
製
に
興
味
の
あ
る
方
）

  【申込み・問合せ】
    生涯学習課  芸術文化係
        電話  0241-62-6311

【
説
明
会
及
び
初
回
練
習
日
】

　

５
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～

※
練
習
会
は
主
に
日
曜
日
の
午
後
３
時

　

か
ら
２
時
間
程
度
（
約
20
回
実
施
）

【
申
込
方
法
】

　

申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

合
唱
団
は
定
員
50
名
（
児
童
含
む
）

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
は
随
時
募
集
し
ま
す
。

参加料等について

➊合唱参加料
　一般：5,000 円（チケット１枚付き）
　高校生以下：無料
➋楽譜代
　合唱団：1,500 円（１冊）
　児童合唱団：500 円（該当頁のみ）
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まちの話題

舘岩幼稚園

田島保育園

　３月、町内の各保育園（所）・幼稚園にて、卒園式・
満了式が挙行されました。
　合わせて60名の子どもたちが先生方や保護者の方に
見守られながら、たくさんの思い出が詰まった園舎を巣
立ちました。各園では、息の合った歌声で卒園の歌を歌
う姿や堂々と証書を受け取る姿があり、保護者の方々は
成長した我が子の姿を目に焼き付けていました。

卒園式・満了式が挙行

い出の園舎巣立つ思

びわのかげ保育所

田部原保育所

南郷保育所

暁の星幼稚園

伊南保育所
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　１月９日・10日にだいくらスキー場で開催された第
71回福島県高等学校体育大会スキー競技において、湯
田健

けんしん

心さん（若松商業高校２年）が、大回転と回転の
２種目で優勝し、大会２冠の快挙を達成しました。
　湯田さんは幼少時代から本スキー場をホームゲレン
デにアルペンスキーに取り組み、中学生時代には福島
県中学校体育大会で優勝。全国中学校体育大会やJOC
ジュニアオリンピックに出場し、上位の成績を収めて
きました。
　小さい頃から慣れ親しんできた本スキー場では、今
年度から「だいくらスキー場を未来につなぐ会」によ
るさまざまな活動が行われており、大会当日は「みん
なで未来につなぐ」のバッジを持参し出場。優勝後に
湯田さんは、「町民の皆さんの思いが詰まった場所で
勝てたことが嬉しかったです。支えて下さった皆さん
に感謝の気持ちでいっぱいです」と話してくれました。
　なお、湯田さんは本大会後に開催された、第48回東
北高等学校スキー選手権大会の回転競技においても優
勝しており、来年度のインターハイでの活躍が期待さ
れます。

福島県高等学校体育大会スキー競技・
全国中学校スキー大会

会津町のスキー場から羽ばたく！南

表彰状を手にする湯田さん

会場には地元のスキークラブ、保護者と
ジュニア選手が大勢集まり大会運営を協力

競技の様子

入賞報告に渡部町長を訪れた湯田さん㊥

　２月２日から長野県野沢温泉スキー場で開催された
第63回全国中学校スキー大会では、湯田天

たかみち

道さん（田
島中学校３年）が見事８位に入賞しました。
　全国大会の舞台となった野沢温泉スキー場は、国内
を代表する超難関コースを有するスキー場で、湯田さ
んは、中学３年生を勝負の年と位置付け、本番のコー
スを想定しながら３年間トレーニングを積み重ねてき
ました。
　全国大会の予選となる福島県中学校体育大会で優勝
し、福島県第一代表として国内のライバルと戦い、見
事入賞を果たしました。
　湯田さんは、令和７年度南会津町青少年の主張大会
において、「地域のスキー場を守りたい」というテー
マで、「全国大会で入賞し感謝の気持ちを表したい」
と発表をされていました。
　入賞後に湯田さんは、「地元のスキー場で練習でき
たおかげで入賞することができました。これからも地
元のスキー場を大切にしていきます」と喜びを語って
くれました。
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まちの話題

報告に訪れたNPO法人あたごの皆さん
左から、馬場副施設長、五十嵐施設長、

木下理事長、渡部町長

　２月 20日、NPO法人あたごに対し御
ご か し き ん

下賜金が下賜
され、内堀雅

ま さ お

雄福島県知事から伝達が行われました。
　同法人は、障がい者の地域生活を包括的に支援する
ためのさまざまな活動を展開しており、先駆的かつ障
がい者に寄り添った支援活動が認められ、今回の下賜
となったものです。
　なお、NPO法人としては県内初の下賜となります。

【御下賜金とは】
　天皇陛下から天皇誕生日に際し、社会福祉事業奨励
のため、毎年各都道府県それぞれ１団体の優良民間社
会福祉施設・団体に対し下賜されるものです。

NPO法人あたごが御下賜金を拝受

がい者に寄り添った支援が認められ障

　３月５日から10日まで、会津高原たかつえスキー場
でスノーボードの国内アマチュア最高峰の大会である

「第44回JSBA全日本スノーボード選手権大会KENBIKI  
CUP」が開催されました。
　本大会には、全国各地の地区予選を勝ち抜いたトッ
プアマチュアライダーが集結。スノーボードクロスやアル
ペン種目（デュアルスラローム、ジャイアントスラローム）、
フリースタイル種目（スロープスタイル、ストレートジャン
プ）が行われ、小学生から大人まで延べ約 700名の選
手が出場しました。選手たちは日頃の練習の成果を発
揮し、白熱した戦いが繰り広げられました。
　開会式では、地元舘岩地域の小中学生による「ヨサコ
イ」が披露され、全国から訪れた選手や関係者を温か
く歓迎し、大会の開幕に華を添えました。

第44回JSBA全日本スノーボード選手権大会

国からトップアマチュアが集結！全

開会式でのヨサコイ

大会風景（スロープスタイル）

　左から、町自衛隊協力会阿部会長、
　自衛隊福島地方協力本部松元本部長、

　星さん、渡部町長、
　自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所佐藤所長

　３月17日、一般曹候補生として陸上自衛隊多賀城駐
屯地に入隊が予定されている星桜

さくらこ

子さん（尚志高校３
年）の激励会が開催されました。激励会では、渡部町長、
自衛隊福島地方協力本部松元三

み の ぶ

展本部長、町自衛隊協
力会阿部保

やすのり

憲会長から激励の言葉が贈られたほか、小
泉進

し ん じ ろ う

次郎防衛大臣とお笑い芸人の「やすこ」さんから
激励のビデオメッセージが届きました。
　星さんは、感謝の言葉と「何事にも責任を持ち、あ
らゆる困難にも負けないよう精一杯頑張っていきま
す」と抱負を述べられ、町自衛隊協力会阿部会長から
激励金が手渡されました。

自衛隊入隊予定者激励会

を追いかける背中を後押し夢
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まちの話題

花束を手に撮影に応じるキソ子さん㊥

　めでたく100歳を迎えられた皆川キソ子
こ

さん（針生） 
への賀寿贈呈式が、入所されている介護老人保健施設
湯花里苑で３月９日に行われました。
　ハンテン作りなどの和裁や編み物、クロスワードが
好きだというキソ子さん。農作業など一生懸命に仕事
をしてきたことが長寿の秘訣だと話します。これから
もお元気にお過ごしください。

皆川キソ子さん百歳を迎える

目の日を家族とともに節

花束を手に撮影に応じるナミ子さん㊥

　めでたく100歳を迎えられた渡部ナミ子
こ

さん（大原） 
への賀寿贈呈式が、入所されている特別養護老人ホー
ム南郷ホームで３月９日に行われました。
　編み物が好きで、よくお話をすることが長寿の秘訣
だというナミ子さん。式では、家族からの花束に笑顔
を見せていました。これからもお元気にお過ごしくだ
さい。

渡部ナミ子さん百歳を迎える

ンクのちゃんちゃんこに身を包みピ

老朽化した木道を整備

　３月17日、国の天然記念物に指定されている駒止湿
原の環境保全と管理に活用してほしいと、町内の企業
から町に対して100万円の寄付をいただきました。
　寄付は４年連続のことであり、当地域が誇る貴重な
自然環境を後世に残すため、木道整備や湿原の環境保
全に活用させていただきます。

町内企業から匿名の寄付

しい景色を繋いでいくために美

賀寿状を手に撮影に応じる正利さん

　めでたく 100歳を迎えられた星正
まさとし

利さん（水引）へ
の賀寿贈呈式が、３月９日にご自宅で行われました。
　眼鏡をかけずに新聞を読んだりテレビを見たりする
という正利さん。好き嫌いなく何でも食べることが長
寿の秘訣だと話します。式では、両手でしっかりと賀
寿状を受け取り、お礼の言葉を述べていました。これ
からもお元気にお過ごしください。

星正利さん百歳を迎える

寿の秘訣は好き嫌いをしないこと長
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地域おこし協力隊通信

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
國
拡
さ
ん

が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
６
年
10
月
に
着
任
し
、
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

事
業
の
推
進
を
主
軸
に
活
動
。
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
入

れ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
末
に
設
立
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
議
会
（
南

会
津
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
）
の
理
事
と
し
て
、
事
業
の

自
走
化
を
目
指
し
た
取
組
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
も
積
極
的
に
関

わ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
の
１
年
６
か
月
の
活
動
を
振
り
返

り
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
く
だ

さ
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
す
。

　　地域おこし協力隊
　　　　　　　　新國　 拡

ひろし

　【問合せ】
　  総合政策課　企画政策係
　　  電話  0241-62-6210

モニターツアーの様子 サマーキャンプでの演奏藍染体験

　令和６年10月に着任し、「チームビルディングツーリズム（以下、TBT）の推進」を主なミッションとして、
１年６か月にわたり活動してまいりました。活動の中で、地域内の多くの皆さまに温かいご支援とご協力を
いただき、今日まで取組を続けることができました。この場をお借りして、心より感謝申し上げます。
　活動を通して、町内のさまざまな事業者の皆さまと関わらせていただきました。地域の魅力を生かしなが
ら情熱を持って取り組まれている姿に触れ、私自身も大きな刺激を受けました。そして何より、この町を本
当に好きで活動している方々の存在が、南会津町の大きな魅力であると感じています。
　これまでの活動を振り返ると、令和６年度まで町主導で進められてきたTBT事業を、同年度末に理事として
就任し設立したNPO法人MTBT協議会（南会津チームビルディングツーリズム協議会）が引き継ぎ、令和７
年度からは自走化を目指した新たな取組を進めてきました。地域内の皆さまとの連携はもちろん、地域外の
企業や関係人口の方々とのつながりも広がり、南会津町に新たな人の流れを生み出す一助になっていればう
れしく思います。
　また、TBTの活動以外にも、地域のさまざまなイベントや取組に関わらせていただきました。本気で取り組
む中で生まれたつながりや仲間との時間は、どこか懐かしさを感じさせてくれる、かけがえのない時間とな
りました。
　今後は南会津町を離れることになりますが、これまで築いてきた関係人口の一人として、南会津町との関
わりを続けていきたいと思っています。これまで支えてくださった皆さまに改めて感謝申し上げるとともに、
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

退任にあたり

　　地域おこし協力隊通信
　　　「地域とともに歩んだ１年６か月」
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佐藤  凛
り く

空  くん（田島）
　　　〔大きくなったら...〕
　　　　　太鼓をやりたい！

湯田  麗
うらら

  ちゃん（田島）
　　〔大きくなったら...〕

プリキュアになりたい！

湯田  優
ゆ あ

愛  ちゃん（田島）
　　〔大きくなったら...〕

お医者さんになりたい！

本名  蒼
あおい

  くん（南郷）
　　〔大きくなったら...〕

マリオになりたい！

土橋  篤
あ つ と

人  くん（田島）
　　〔大きくなったら...〕
スーパーサイヤ人になりたい！

馬場  碧
あおい

  くん（田島）
　　〔大きくなったら...〕

最強王になりたい！

大山  泰
た い が

河  くん（田島）
　　　〔大きくなったら...〕

サッカー選手になりたい！

３ 歳 ６ か 月 児 健 診
むし歯ゼロのお友だち

今 回 は ７ 人 ！

　３歳６か月児健診で 「むし歯ゼロ」

と診断されたお子さんは、町広報紙

へ掲載させていただきます。

　写真撮影と簡単な質問にご協力を

お願いします。
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 くらしの
 　 情報

　老人クラブのサポーター養成講座
「シニア活動サポーターズカレッジ」
の令和８年度受講生を募集します。
　本講座は、老人クラブ等の地域活
動団体のサポーターを養成する講座
で、団体の運営方法やパソコン、ニュ
ースポーツ等を学ぶことができます。
　詳しくはお問い合わせください。

開講期間
　７月 24 日（金）～ 12 月 11 日（金）
　※月２日、延べ 12 日間
会場
　会津若松市文化センター
　（会津若松市城東町 14-52）他
受講料
　年額 2,000 円
応募締切
　６月 30 日（火）　※先着順
申込み・問合せ
　（公財）福島県老人クラブ連合会
電話
　024-523-2131

シニア活動サポーターズカレッジ
令和８年度受講生募集

　今年７月と 10 月に福島空港発着
の韓国チャーター便の運航が決定し
ました。
　福島発の旅行商品は株式会社 HIS
からの販売を予定しています。運航
スケジュールや料金等の最新情報に
ついては、旅行会社ホームページの
ほか、随時福島空港ホームページに
も掲載予定ですのでご確認ください。
　また、台湾チャーター便も毎週火
曜日と金曜日に往復運航中です。直
行チャーター便のため、面倒な乗り
継ぎなしで、所用時間は 3 時間ほど
です。
　福島空港では、「パスポート取得・
更新補助」も行っているため、初め
ての海外旅行をお得にお楽しみいた
だけます。

韓国チャーター便が運航決定！

　ポリテクセンター会津では、６月
開講の職業訓練生を募集しています。

➊募集コース ・定員
　機械CAD ・生産サポートコース ：12名
　電気設備技術コース ：15名
➋訓練期間
　６月２日（火）～ 11月27日（金）
➌対象者
　公共職業安定所に求職登録されて
いる方で、職業訓練の受講が望まし
いと判断された方（受講料無料）
➍募集期間
　３月12日（木）～５月８日（金）
➎選考日
　５月12日（火）
❻申込方法
　最寄りのハローワーク窓口へお申
し込みください。

問合せ　ポリテクセンター会津　訓練課
電　話　0242-26-0520

ポリテクセンター会津からの
お知らせ

韓国チャーター便▶

台湾への空旅情報▶

パスポート補助等▶

福 島 空 港 国 際 便
利 用 団 体 等 へ の
補 助 金 の ご 案 内 ▶

　會津田島太鼓20周年コンサート「荒
天に舞」が５月３日（日）に御蔵入交
流館南会津町文化ホールで開催され
ます。
　南会津町観光応援隊として、和太
鼓の響きに南会津の魂を乗せ、日本
各地で演奏活動を行う「會津田島太
鼓」の迫力ある響きを、ぜひ会場で
体感してください。
　皆さまのご来場をお待ちしており
ます。

開催日時
　５月３日（日）
　開場 ：午後１時
　開演 ：午後２時
開催場所
　御蔵入交流館
　南会津町文化ホール
入場料（全席自由席）
　前売券 ：2,500円
　当日券 ：3,000円
　※未就学児無料
問合せ
　會津田島太鼓事務局
　（田島保育園内）
電話
　0241-62-1046
メール
　aizutajimataiko@gmail.com

會津田島太鼓20周年コンサート
「荒天に舞」
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【問合せ】　健康福祉課  健康増進係  電話  0241-62-6180

　４月１日から、ＲＳウイルス感染症に対する母子免疫ワクチンの定期接種が始まります。

【対  象  者】   次の２点に該当する方
　　　　　　➊ 妊娠28週０日～ 36週６日までの妊婦の方
　　　　　　➋ 南会津町に住民票がある方

【接種方法】　妊娠毎に１回、筋肉内に接種
　　　　　　※過去の妊娠時にＲＳウイルスワクチンを接種したことがある方も対象になります。

【接種料金】　無料（全額公費負担）
【接種場所】　南会津町内の医療機関及び県内の医療機関（福島県医師会加入の医療機関に限ります）
　　　　　　※県外の医療機関で接種される場合は、一度窓口で接種費用を立て替えていただき、後日町での手
　　　　　　　続きが必要となります。

【通知方法】　母子健康手帳をお渡しする際に、予診票とＲＳウイルスワクチンに関する資料をお渡しします。
　　　　　　ただし、令和８年３月末までに母子健康手帳を受け取られた方には、個別に通知します。

◆ＲＳウイルス感染症とは・・・
　ＲＳウイルスの感染による急性の呼吸器感染症で、特に乳幼児に多い感染症です。
　生後１歳までに50％以上が、２歳までにはほぼ100％の乳幼児が、少なくとも１度は感染するとされ
ています。
　主に接触・飛沫感染により感染するため、手洗いや手指消毒といった基本的な感染対策が有効です。

◆母子免疫ワクチンとは・・・
　生まれたばかりの乳児は免疫の機能が未熟であり、自力で十分な量の抗体をつくることができない
とされています。しかし、母体に母子免疫ワクチンを投与することで、母体内で作られた抗体が胎盤
を通じて胎児に移行し、生まれた乳児が出生時から病原体に対する予防効果を得ることができます。

ＲＳウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）
の定期予防接種について

予防接種のご案内

　感染症を予防し、重症化を防ぐためには、適切な時期の予
防接種が有効です。
　ＲＳウイルスワクチンの定期接種の開始や、高齢者の肺炎
球菌予防接種におけるワクチンの種類の変更など、対象とな
る方や手続きについてご案内します。



広報みなみあいづ 2026.427

健康通信

ワクチンは下記のとおり２種類あり、いずれかを選択いただきます。

　帯状疱疹の定期予防接種について、今年度対象となる方には予診票を送付しますので、内容をご確認のうえ接
種のご検討をお願いします。

【対  象  者】   ➊ 今年度中に、65、70、75、80、85、90、95、100歳となる方
　　　　　　➋ 60 ～ 64歳の方で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど
　　　　　　　 不可能な方（身体障害者手帳１級該当者）
　　　　　　※➋に該当する方で接種を希望する場合は、健康福祉課へお問い合わせください。

【接種期間】　令和８年４月１日～令和９年３月31日
【接種場所】　南会津町内の医療機関及び県内の医療機関（福島県医師会加入の医療機関に限ります）
　　　　　　※県外の医療機関で接種される場合は、一度窓口で接種費用を立て替えていただき、後日町での手
　　　　　　　続きが必要となります。

【問合せ】　健康福祉課  健康増進係  電話  0241-62-6180

ワクチンの種類
（どちらか一方）

生ワクチン
（ビケン）

組替えワクチン
（シングリックス）

接種回数 １回 ２か月間隔で２回

予防効果 約５年の予防効果
（接種後５年で４割程度の予防効果）

約10年の予防効果
（接種後５年で９割以上の予防効果）

接種料金
4,000円×１回 10,000円×２回

※生活保護受給者の方は無料ですが、受給証明書が必要です

帯状疱疹予防接種について

　４月１日から、高齢者の肺炎球菌予防接種で使用するワクチンが「23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチ
ン（ニューモバックス）」から「沈降20価肺炎球菌結合型ワクチン（プレベナー 20）」へ変更になります。使用
するワクチンは変わりますが、自己負担額は変更ありません。

【対  象  者】   ➊ 65歳の方
　　　　　　➋ 60 ～ 64歳の方で、心臓や腎臓、呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生活を極度に制限さ
　　　　　　　 れる方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可
　　　　　　　 能な方（身体障害者手帳１級該当者）
　　　　　　※ただし、既に高齢者肺炎球菌感染症の予防接種を受けたことがある方を除きます。
　　　　　　※➋に該当する方で接種を希望する場合は、健康福祉課へお問い合わせください。

【接種期間・回数】　65歳の誕生日の前日から66歳の誕生日の前日までの間に１回
【接種料金】　3,000円（生活保護受給者の方は無料ですが、受給証明書が必要です）
【接種場所】　南会津町内の医療機関及び県内の医療機関（福島県医師会加入の医療機関に限ります）
　　　　　　※県外の医療機関で接種される場合は、一度窓口で接種費用を立て替えていただき、後日町での手
　　　　　　　続きが必要となります。

【通知方法】　予診票は、65歳に到達する月の月末にお送りします。

【問合せ】　健康福祉課  健康増進係  電話  0241-62-6180

高齢者の肺炎球菌予防接種が変わります
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森林環境譲与税と
森林環境交付金

森
も り

林の声
を聴く

木
の町

みなみあいづ

　

森
林
に
は
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

❶
様
々
な
生
物
を
守
る

　

森
林
を
守
る
こ
と
は
、
植
物
・
菌
類
・

微
生
物
・
昆
虫
・
鳥
類
・
は
虫
類
・
哺

乳
類
な
ど
、
多
様
な
生
き
物
の
生
態
系

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❷
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

　

森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
温
室

効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

❸
快
適
な
環
境
を
作
る

　

木
の
蒸
散
作
用
で
気
温
を
下
げ
、
気

温
変
化
を
和
ら
げ
る
ほ
か
、
ち
り
や
汚

染
物
質
の
吸
収
、
防
音
効
果
に
よ
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

❹
災
害
か
ら
守
る

　

木
の
根
が
土
や
石
を
し
っ
か
り
掴
む

こ
と
で
、
雨
に
よ
る
土
砂
の
流
出
を
防

ぎ
、土
砂
災
害
の
発
生
を
減
ら
し
ま
す
。

❺
水
を
蓄
え
浄
化
す
る

　

森
の
土
に
し
み
込
ん
だ
水
は
、
土
の

層
を
通
る
中
で
自
然
に
浄
化
さ
れ
、 

き
れ
い
な
水
と
し
て
川
や
地
下
水
に
戻

り
、
私
た
ち
の
飲
み
水
に
な
り
ま
す
。

❻
豊
か
な
資
源
を
生
み
出
す

　

森
林
は
木
材
だ
け
で
な
く
、
き
の
こ

や
山
菜
な
ど
の
食
資
源
も
生
み
出
し
、

再
生
可
能
な
資
源
と
し
て
生
活
を
支
え

ま
す
。

❼
安
ら
ぎ
と
健
康
効
果
を
与
え
る

　

森
林
環
境
に
は
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し

心
身
の
健
康
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、

森
林
浴
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

❽
教
育
の
場
に
な
る

　

自
然
体
験
は
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を

高
め
、
道
徳
観
や
正
義
感
の
形
成
に
も

良
い
影
響
を
与
え
る
た
め
、
教
育
の
場

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生

活
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
先
祖
様
た
ち
が
森
林
を
育
て
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
今
の
生
活
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

10
年
後
、
50
年
後
、
１
０
０
年
後
、

ず
っ
と
先
の
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
、

私
た
ち
の
よ
う
に
豊
か
な
環
境
で
生
活

し
て
い
く
に
は
、「
今
」
森
林
を
育
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 【問合せ】
   農林課  林政係
   電話  0241-62-6220

きとね
Instagram

　

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

の
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
等
を
図
る

た
め
の
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財

政
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
31
年
3
月
に
成
立
し
た

「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
「
森
林
環
境

税
」
及
び
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」は
、人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
や
普
及
啓

発
、
そ
し
て
森
林
整
備
に
活
用
す
る
た

め
、各
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
と
は
？

な
ぜ
森
林
整
備
が
必
要
？

【
森
林
整
備
】

　

搬
出
間
伐
費
用
に
関
す
る
補
助
、
再

造
林
の
費
用
に
関
す
る
補
助
、
地
域
住

民
が
行
う
林
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
に
対
す
る
補
助
等

【
人
材
育
成
】

　

技
術
職
員
を
新
た
に
雇
用
し
た
林
業

事
業
体
に
対
す
る
補
助
、
新
た
に
林
業

事
業
体
に
就
業
す
る
者
に
対
す
る
支
援
金

【
木
材
利
用
】

　

町
産
材
を
利
用
し
て
建
築
し
た
住
宅

に
対
す
る
補
助

【
普
及
啓
発
】

　

き
と
ね
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対

す
る
補
助
、
林
業
祭
の
実
施
等

　

令
和
８
年
度
も
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
森
林
を
守
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
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福
島
県
が
、
市
町
村
の
地
域
性
や
住

民
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
身

近
で
柔
軟
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
ふ
く
し
ま
森
林
づ
く
り
県
民

税
を
活
用
し
て
交
付
す
る
事
業
で
す
。

　

地
域
の
実
情
を
よ
く
知
る
市
町
村
が

主
体
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
ご
と
に
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
が
生
ま
れ
、

県
全
体
と
し
て
も
き
め
細
か
な
森
林
づ

く
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

❶
市
町
村
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

　

て
事
業
を
企
画
・
実
施
で
き
る

❷
住
民
参
加
型
の
森
林
づ
く
り
を
後
押

　

し
す
る

❸
地
域
ご
と
の
特
色
を
活
か
し
た
取
組

　

が
広
が
る

　

こ
う
し
た
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、

県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
、
持
続
的
で

魅
力
あ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
と
は
？

【
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
万
本
の
里
づ
く
り
事
業
】

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
と
育
樹
に
よ
る

里
づ
く
り
を
通
し
て
、
森
林
の
再
生
・

保
全
を
図
り
、
地
域
の
振
興
と
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

植
樹
さ
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
成
長

し
、
大
き
く
花
を
咲
か
せ
て
初
め
て
効

果
が
現
れ
る
息
の
長
い
事
業
で
す
。
彩

り
あ
る
里
山
を
守
り
継
ぐ
、
未
来
へ
向

け
た
地
域
の
取
組
で
あ
り
、
次
世
代
へ

の
贈
り
物
を
形
づ
く
る
活
動
で
す
。

【
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
地
区
育
樹
管
理
事
業
】

　

各
地
区
に
配
布
さ
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
育
樹
管
理
を
実
施
す
る
た
め
の
、
森

林
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
経
費
を
補
助

し
ま
す
。

【
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
】

　

婚
姻
届
や
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
ご

家
庭
へ
、
ご
夫
婦
の
新
た
な
門
出
と
お

子
さ
ま
の
健
や
か
な
未
来
を
願
い
、
町

産
材
で
製
作
し
た
木
製
記
念
品
と
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
森
か
ら
の
贈
り
物
事
業
】

　

新
生
児
の
誕
生
を
祝
し
、
出
生
届
を

提
出
さ
れ
た
際
に
、
町
産
材
で
製
作
し

た
木
の
お
も
ち
ゃ
を
贈
呈
し
ま
す
。
幼

少
期
か
ら
木
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
温
か
く

見
守
り
ま
す
。

森
林
環
境
交
付
金
の
使
い
道

【
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
み
な
み
あ
い
づ
事
業
】

　

き
と
ね
に
お
い
て
、
移
動
型
お
も
ち

ゃ
美
術
館
（
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
を
開

催
し
ま
す
。
世
界
中
の
た
く
さ
ん
の
木

の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
、
遊
び
、
学
ぶ
こ

と
で
五
感
が
育
ま
れ
ま
す
。

【
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
事
業
】

　

子
ど
も
た
ち
が
木
に
触
れ
た
り
使
っ

た
り
す
る
体
験
を
通
し
て
、
も
の
を
大

切
に
す
る
心
や
、
人
と
関
わ
る
力
を
育

て
る
木
育
の
専
門
家
で
あ
る
「
木
育
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

　

森
林
の
大
切
さ
や
木
の
お
も
ち
ゃ
の

使
い
方
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な

が
ら
、
町
民
自
身
が
木
の
町
み
な
み
あ

い
づ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

【
森
林
環
境
学
習
事
業
】

　

次
世
代
を
担
う
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
森
林
環
境
学
習
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
森
林
や
木
材
利
用
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
森
林
環
境
の
豊

か
さ
や
そ
の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め

の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
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　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。
　毎月４校ずつ情報をお届けします。
　下記ＱＲコードからも各学校の情報を発信
していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎

   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
南会津高等学校

　３月で伊南小学校を卒業する児童は３名。３月４
日、６年生と最後の思い出をつくる６年生を送る会
を行いました。なぞときや合奏を行ったほか、６年
生からは下級生へ感謝の気持ちを込めた木製テーブ
ルが贈られ、６年生が卒業していくことに寂しさも
感じながらも、６年生と一緒に楽しく活動すること
で心温まる時間となりました。

　インフルエンザの流行で延期となっていた「６年
生を送る会」を３月12日に行いました。５年生を
中心にさまざまな準備が進められ、会では、伝統の
鼓笛を引き継ぐ鼓笛移杖式や、みんなで長い列に
なったじゃんけん列車、６年生のエピソードでつ
くったクイズ大会などが行われ、今まで学校の顔と
して頑張ってきてくれた６年生とまたひとつ楽しい
思い出ができました。

伊南小学校

田島第二小学校

荒海中学校

　３月13日、厳粛なる式のもと、10名の卒業生が
希望に満ちて荒海中学校を巣立ちました。先輩方へ
の感謝の気持ちを込めた送辞、３年間の思いがつ
まった答辞、心を一つにして歌った式歌。どの場面
も卒業生の門出を祝う式典にふさわしいものでし
た。卒業生の皆さんの前途が素晴らしいものになる
ことを、心から祈っています。

３月 12日　6年生を送る会

ありがとう・さようなら６年生

３月４日　６年生を送る会

６年生と最後の思い出作り

３月 13日　卒業証書授与式

第 79回卒業証書授与式



広報みなみあいづ 2026.431

学び舎スケッチ

南会津高等学校

　澄み渡る青空のもと、43名の金の卵が３年間の高
校生活を過ごした学び舎を飛び立っていきました。
　今年度、本校では総合学科の教育課程が完成し、
すべての学年が総合学科のカリキュラムを元に学習
を進めてきました。引き続き、総合学科の学校とし
て、総合的な探究の時間を軸に、多様な教育的ニー
ズに対応してまいります。今後とも、本校の教育活
動へのご理解とご協力をお願いします。

３月１日　第３回卒業証書授与式

本校での学びを胸に輝く未来へ

図書館へ行こう！
開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認は
　　　　　　　　　　　　　　コチラ▶

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

図書館  休館日カレンダー　（■が休館日）

５月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

４月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■わくわくとしょかんワーク
➊おはなし会（毎月第３土曜日開催）
　絵本や紙芝居の読み聞かせ、手遊び等を行います。
　親子でぜひご参加ください。
　日時 ：４月18日（土）午前11時～午前11時30分頃
　場所 ：図書館内「おはなしコーナー」

➋図書館見学会
　図書館をより良く利用してもらうため、図書館見学
会を開催します。どなたでも参加いただけますので、
図書館を利用したことがない方も、この機会にぜひご
参加ください。
　日時 ：４月30日（木）午前10時30分～正午頃
　　　　※館内整理日に開催します。
　場所 ：南会津町図書館
　内容 ：図書館全体の説明、本の探し方、閉架書庫の
　　　　見学、図書の貸出（普段は見られない閉架書
　　　　庫からの貸出可）
　定員 ：先着10名
　　　　※定員になり次第締め切ります。
　申込 ：図書館カウンターまたは電話にてお申し込み
　　　　ください。

➌みんなでシネマ映画会
　図書館の映画会を開催します。申込不要でどなたで
も無料でご覧いただけます。飲食可能、出入り自由で
す。ぜひご来場ください。
　日時 ：一般向け作品
　　　　　５月４日（月・祝）午後１時30分～
　　　　子ども向け作品
　　　　　５月５日（火・祝）午前11時～、午後２時～
　場所 ：多目的ホール

■子ども読書週間関連事業
　標語 ：「ことばがきみのはねになる」
　期間 ：４月23日（木）～５月12日（火）
➊たくさん読もう・チャレンジ
　中学生以下を対象に、期間内に10冊以上の読書を達
成した方に景品をプレゼントします。

➋春のリサイクル市
　図書館で廃棄する図書（古い本・状態の悪い本があ
ります）を、ご希望の方に無償で提供します。図書は
ご自由にお持ち帰りいただけます。（１人何冊でも可）
　場所 ：図書館入口ガーデンモール

■休館のお知らせ
　５月 18日（月）～５月 29日（金）は特別整理期間の
ため、休館となります。図書資料の貸し出し、返却は
できませんのでご注意ください。
※休館中の返却は、御蔵入交流館入口の返却ボックス
　をご利用いただけます。
※ DVD等は破損の原因となるため、返却ボックスで
　はなく、開館日にカウンターで返却をお願いします。
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文
芸
ご
よ
み

各
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

４ ・５月の日曜当番医
日　程 病院名 電話番号

５月３日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

５月10日 馬場医院 0241-62-0141

５月17日 きむらクリニック 0241-62-5576

５月24日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

５月31日 なかやクリニック 0241-73-2036

※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

日　程 病院名 電話番号

４月５日 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688

４月12日 きむらクリニック 0241-62-5576

４月19日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

４月26日 高橋医院 0241-62-0040

　茎立ちには、強い抗酸化作用や免疫維持の効果が期待

されるβカロテンやカルシウム、鉄分が多く含まれてい

ます。

　冬の寒さの中で糖分を多く蓄えており、甘みがあり柔

らかい食感が特徴です。

作り方

❶ 茎立ちは熱湯でサッと茹でて水さらしをして水気を

　 絞り、３㎝の長さに切ります。しらす干しはフライ

　 パンで乾煎りします。

❷ しめじは軸を除いて小房に分け、鍋に酒大さじ２と

　 一緒に入れてから炒ります。

❸ しょうゆと和辛子をよく混ぜ、茎立ちとしめじを和

　 えて器に盛りつけ、上からしらす干しを散らして完成。

　茎立ちの和辛子和え　茎立ちの和辛子和え

　しらす干しかけ　しらす干しかけ

栄養価（１人分）

　エネルギー　    24kcal

　たんぱく質　　　3.6ｇ

　脂質　　　　　　0.3ｇ

　炭水化物　　　　3.4ｇ

　塩分　　　　　　0.6ｇ

栄養士監修コラム 

今月の健康レシピ今月の健康レシピ

 今月の野菜　茎立ち

材料（４人分）

菜の花　　　　　　160ｇ

しめじ　　　　　　 80ｇ

和辛子　　　　　　　適量

しょうゆ　　　　小さじ２

しらす干し　　　　 12ｇ

お
く
や
ま
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友
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３月 会議 ・行事名
１ 南会津高校卒業式

５
３月議会定例会（初日）
JSBA全日本スノーボード選手権大会開会式

10 ３月議会定例会（２日目）
11 ３月議会定例会（３日目）
12 ３月議会定例会（４日目）
13 田島中学校卒業式
14 田島保育園卒園式

渡部町長の公務百景 （ № 46 ）
※町長の公務を報告するコーナーです。

17
南会津地方広域市町村圏組合消防本部高規格救急自動
車受納式／自衛隊入隊予定者激励会

19 舘岩幼稚園卒園式
21 南会津町合併20周年記念式典
23 舘岩小学校卒業式／会津を拓く講演会

24
南会津町雇用・労働力創出連絡協議会
損害調査結果の提供及び利用に関する協定締結式

（三井住友海上火災保険㈱）

25 会津鉄道㈱取締役会
26 びわのかげ保育所満了式／南会津会理事会
30 南会津高校を核とした地域人材育成事業活動報告会
31 派遣職員・退職職員辞令交付式／退職職員感謝状贈呈式

今月号の目次

　Ｐ２  ：令和８年度南会津町政施政方針・主要施策
　Ｐ８  ：令和８年度当初予算概要
　Ｐ10 ：令和８年度南会津町職員配置表
　Ｐ12 ：祝南会津町合併20周年記念式典
　Ｐ14 ：令和７年度南会津町教育委員会表彰式
　Ｐ16 ：役場からのお知らせ
　　　　　「火入れ」「森林の伐採」を行う場合は
　　　　　届出が必要です　　　　　　　　　　など（５件）

　Ｐ19 ：まちの話題
　　　　　卒園式・満了式が挙行　　　　　　 　など（９件）

　Ｐ23 ：地域おこし協力隊通信
　Ｐ24 ：むし歯ゼロのお友だち

　Ｐ25 ：くらしの情報
　　　　　韓国チャーター便が運航決定！　　　など（４件）

　Ｐ26 ：健康通信
　　　　　予防接種のご案内

　Ｐ28 ：木の町みなみあいづ

　Ｐ30 ：学び舎スケッチ
　　　　　町内各学校の日常をご紹介、図書館へ行こう！

　Ｐ32 ：文芸・戸籍など
　　　　　日曜当番医、健康レシピ、文芸ごよみ、
　　　　　渡部町長の公務百景、戸籍の窓口

　Ｐ34 ：Only One
　　　　　大竹  春歌さん、楓歌さん、今月号の表紙、
　　　　　４月の納税こよみ

戸籍の窓口 （２月19日～３月22日）
※上記期間の届け出のうち、承諾のあったものを掲載しています。

ご意見・ご要望はコチラまで　　　　　
　　　　　総合政策課　大橋真人　kouhou@minamiaizu.org

「戸籍の窓口」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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／
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８

日
発

行

南会津町の人口

   世帯数　6,149 世帯数　6,149世帯（▲26）世帯（▲26）    総人口　12,837 総人口　12,837人（▲94）人（▲94）    男　6,331 男　6,331人（▲56）人（▲56）    女　6,506 女　6,506人（▲38）人（▲38）

※ 令和８年４月１日現在（　）内は前月比※ 令和８年４月１日現在（　）内は前月比

   ■ 今月号の表紙

　特集でもご紹介した南会津町合
併20周年記念式典での１コマ。
　南会津町合併 20周年特設合唱団
の皆さんによる合唱が披露され、
会場全体が素晴らしいハーモニー
に包まれました。

ふるさと納税
▼

町公式ＨＰ
▼   ■ ４月の納税こよみ

    町県民税  　　　　　（　ー　）
    固定資産税 　　　　 （　ー　）
    国民健康保険税　　  （　ー　）
    介護保険料 　　　　 （　ー　）
    後期高齢者医療保険料  （　ー　）
    国民年金保険料 　　 （３月分）

納期限　　　　 ４月30日（木）
休日納税相談 　４月26日（日）

      8:30~12:30（本庁のみ開催）

Only One
Vol. 58
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０
０
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現
在
は
、
中
高

生
か
ら
青
年
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る「
白
鼓
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
国
各
地
で
活
動
し
て
い
る

ほ
か
、後
輩
た
ち
の
指
導
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

太
鼓
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
保
育
園
の
頃
。

年
長
児
の
保
育
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
和
太

鼓
に
夢
中
に
な
り
、
現
在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

指
導
を
す
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
は
、
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
。「
楽
譜
が
読
め
な
い
小
さ
い
子
も
い
る
の
で
、

自
分
た
ち
が
曲
を
覚
え
て
伝
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
を
好
き
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
楽
し
く
練
習
を
終
え
ら
れ

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
太
鼓
だ
け

で
な
く
日
常
の
会
話
も
大
切
に
し
、
距
離
を
縮
め

な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

會
津
田
島
太
鼓
の
魅
力
は
、
何
歳
か
ら
で
も
始

め
ら
れ
て
、何
歳
に
な
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
。

「
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境
が
あ
る
こ

と
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

現
在
は
、
南
会
津
町
観
光
応
援
隊
と
し
て
、
町

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
南
会

津
と
い
え
ば
會
津
田
島
太
鼓
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
語
る
大
竹
さ
ん
姉
妹
。
来
る
５
月

３
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
20
年
の
集
大
成
と
し

て
、南
会
津
の
音
を
力
強
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

  大竹  春
は る か

歌  さん (田部原１)㊧

          楓
ふ う か

歌  さん (田部原１)㊨

　姉妹で刻む南会津の音

會津田島太鼓保存会
　ホームページ ・インスタグラムはコチラ▶


